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資料６



 一体改革の狙いはボトムアップ（＝個別の取組みの積み重ね）による歳出効果の発揮
⇔現行の予算決定はトップダウン（＝中央省庁間の折衝で決定）
 地方財政計画から基準財政需要の算定へ

改革の狙い

IT化、業務改革、行政改革等
（例：窓口業務の民間委託）

トップランナー方式＝単位費用に反映

個別項目の基準財政需要（例：総務費）

所要一般財源≒基準財政需要総額

地財計画＝地方歳出総額

個別の
取組

現行の政策決定

省庁間折衝（財務省・総務省）

地財計画＝地方歳出総額

所要一般財源
≒基準財政需要総額

個別項目の基準財政需要

単位費用＝標準自治体の
基準財政需要÷測定単位
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単位費用
≠原価




